





のは，トヨタと GMの合弁会社 NUMMI の設
立が公表されて 8ヶ月後の 1983 年 11 月であっ



































































サターン社の製造開始は 1990 年 7 月 30 日で
あるが，それはサターンプロジェクトの公式発













言えない。その中で Saul A. Rubinstein は最も
深く一貫してサターン研究に取り組んでいる研































































































































































































に従事するまでに 350 時間から 700 時間の訓練

























































































































阪南論集　社会科学編 Vol. 45 No. 3
となり，伝統的な組合化された工場における苦
情処理委員会代表に似たものへとその役割を変
えたといわれる。さらに，1989 年から 1990 年
までには職能別スタッフの領域にまでパート
ナー化は進み，販売，サービスおよびマーケ
ティング ; ファイナンス ; インダストリアルエ
ンジニアリング ; 品質保証 ; 健康，安全 ; 教育訓













































































































































置が取られ 97 年に 12%まで達しそれ以上にな
ることはなかった。初めて実施された 1992 年









1992 年から実施され 99 年までの報酬ボーナス
はそれぞれ，2,600 ドル，3,000 ドル，6,400 ドル，
10,000 ドル，10,000 ドル，2,017 ドル，3,300 ドル，
6,200 ドルと年により変化している。報酬部分
の上限は97年までは 10,000ドルに設定された。













の割合が 12%となった 1997 年の例では，その
















































































ある。1990 年 10 月からサターン工場に勤務し
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ろう。」27）と，固定シフト制への移行可能性を
表明している。






   各クルーは 1日 10 時間で週 4日間，週 40 時
間の勤務となる。週休 3日ではあるが，4週間




















away with rotating shifts」であったと言われ
ている 32）。その結果，Labor Notes，2000 年 2
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等の研究成果では，1994 年 4 月の時点で勤務
ルール違反などに関連して 250 ‒ 350 人を解雇
したと見積もる証言を紹介している 41）。 







































どのうち 2000 名から 2500 名分の職務が除去さ
れることになりうるという試算が紹介されてい
る。スト権投票は 7月 19 日に実施され，7200































































































示された。1992 年 6 月のサターン社の最高意
思決定機関である戦略行動評議会（SAC）にお






























いる 57）。1994 年半ばまでには GM全体の統合
化戦略と組織的リストラクチャリングによって
サターン社は次第に組み込まれていく。まず，

















































































48%，決選投票では 52% の得票であり 65），内
































































2003 年 9 月，サターン・ローカルユニオンの
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